
1 

 

基本理念、基本方針、施策の検討 

１. 基本理念 

 

本計画では、発生抑制を基本とした３Ｒ（抑制（リデュース）、再使用（リユース）、

再生利用（リサイクル））を、本市にかかわるひとり一人が実践し、継続することで、

環境負荷の少ない循環型社会の構築を進めます。 

あわせて、売れ残りや食べ残しなど、食べられるのに捨てられてしまう食品ロスの

問題、海にまで運ばれてしまったプラスチックごみが、生態系を含めた海洋環境へ影

響を及ぼしてしまう海洋プラスチックごみ問題に関しても対策を進め、環境に優しく

魅力的なまちづくりを目指します。 

 

２. 基本方針 

本計画では、以下に示す項目を基本方針とし、循環型社会に向けた取り組みを進め

ます。 

 

 

アンケート調査の結果によると、ごみ減量に関する市民の意識については、ごみ

問題への関心がある人は 2007 年度以降 80％を超えた高いレベルで推移してい

たが、2013年度以降少しずつ減少し、2017年度は 67％となり、関心が徐々に

薄れてきています。 

このような状況の中、ごみの減量には、市民の意識やライフスタイルを変革し、

具体的な行動に結びつけていくことが大切です。市民、事業者、行政のそれぞれが、

改めてごみ処理に関する自らの責務を自覚し、いつでもどこでも３Ｒを実践するよ

うに心がけ、相互に連携・協働して、ごみの減量化を図ります。（発生抑制・排出抑

制計画） 

 

 

限りある資源を有効に利用するため、循環型社会に対応した分別区分と効率

的な収集・運搬体制に努めます。（収集・運搬計画） 

また、市内で発生するごみを適正に中間処理するとともに、令和 2年度に稼

働する次期ごみ処理施設が安全かつ安定した処理ができるよう、施設の維持管

理に努めます。（中間処理計画） 

最終処分場については、環境保全に十分留意した次期施設の整備を検討し、

効率的な処理体制の整備や技術の検討を進めます 。（最終処分計画） 

３Ｒ みんなでこつこつ続けて 

住みよいまち いといがわ 

みんなで実践３Ｒ！ 基本方針１ 

適正なごみ処理の更なる推進 基本方針２ 

資料 No.４ 
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３. 施策の検討 

令和元年度 第 1回 糸魚川市廃棄物減量等推進審議会 ワークショップ意見を項目別に集計しました。 

・事業系ごみ削減・
リサイクル周知 

・食品ロスへの取組
み 

・なぜごみの減量が
必要なのか？という
ことを PR(広報)する
ことに力を入れる 

・市でごみ減量強調月
間等の取組みを行う 

・ごみ減量各家庭へ
の PR不足 

・食品ロスの現状の
見える化改善等の PR 
・広報、HP等で！ 

・他市町村での効果
的な取り組みについ
て紹介してほしい 

・出前講座などによ
る意識向上 

・レジ袋廃止を市がお店へ
依頼し実施（買い物袋を支給
する） 

・事業系紙ごみの搬入の規
制 

ごみ減量全般 

・プラのごみを少なくする
にはどういうアイデアがあ
るか？ 

・宴会時の食べ残しは持ち
帰りする運動（おり詰め） 

・ごみ減量の限界では（家庭ごみ） 

・ごみを減らさないのは
「悪」か？（糸魚川では東京
のようなごみ戦争がない） 

・ペットボトルの回
収場所の増＋回収時
にポイント 

・分別をもっとこま
かくする 

・山間地域の分別 
・平地（町）地域の分別 

・まだ分別の意味の
わからないお年寄り
が多いから何かいい
アイデアはないか 

分別 

・事業所よりも市民
の方が分別悪い 

・分別の適正化 

・分別が細かすぎる 

・紙ごみを入れる紙バック
の使用を周知 

・資源ごみの回収ステーション
（24時間利用可能）を増やし、
資源ごみの回収量を増やす 

資源化 

・資源物回収場所の増設 
（学校 etc.） 

・紙ごみの減量 
・紙を燃やせる→資源へ＜周知＞ 

・事業系ごみの分別徹底 
・業者へ行って話す 
 

・ポリ袋、スーパー有料
化を強力に進める 

・買い物袋を安く販売する
様、補助制度を作り宣伝する 

・レジ袋回収システム 
・再利用、ポイントバック 

・マイバック運動 
・ビニール袋をもらわない 

レジ袋削減 

・食品、他の包装の
見直し簡素化 

・レジ袋有料しても
良い？ 
・入善町等は 2 円支
払っている 

プラごみ減量 

・プラスチックごみ
削減を行う企業に税
等の優遇を！ 

・生ごみの専用袋 

・生ごみの水分を少しでも減ら
すにはどうすれば良いのか？ 

生ごみ削減 

・生ごみの肥料へ活用 

・生ごみを出さないよう食推や調理 
・もったいない利用レシピ 

・過去のコンポ、生ごみ処理機の販
売が下火になった、もっと工夫した
ら 

・コンポスト 
・生ごみたい肥化（補助金） 

・ドギーバッグ（折詰め）の利用 

・フードドライブ（食品の
寄附行為） 
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・公民館単位で市役所の
ごみ対策の話をわかりや
すく説明してほしい 

・環境出前講座推進(自治会
単位)をお願いする 

・小中学校でのごみ分別学習 

・「20.10.0」運動のポス
ターを作成しお店へ配
布し貼ってもらう。 

意識啓発 

・シュレッダー処理
予算の高額化 

・レジ袋の有料化 

・ごみ有料化の実施 

費用負担 

・資源物(紙類)を増やす
ためコマーシャル 
・PR袋でもちろん紙袋 

・学校・PTA活動でア
ルミ缶回収などして
いたらもっと PR し
て協力しよう！ 

資源回収 

・小・中学校・高校生に
も授業又は見学等を行
い、意識向上を図る 

子どもたちの教育 

・子どもを教育して
子どもが親を教育す
る 

・ゴミへらし隊はやめる 
・エコショップ、20.10.0
は事業系のみに！ 

・余計にものを買わない（値引きにつ
られて）＜周知＞ 

・こわれやすいものはあまり買わな
い＜周知＞ 

やめたほうがよい 

・若者の路上での食べ歩き
はごみ捨ての原因となる 
・都会はヒドイ、地方もマネ
されると困る 

マナー 

・住民の意識向上のため、ツ
アー(施設見学)を公民館を
通して実施する 

・ポイ捨て条例（罰則） 

・不用品のゆずりあい 

・熱エネルギーの回
収(リサイクル？) 

再利用 

・災害備蓄品サービス 

・値引きアプリサービス 

その他 
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前項の「令和元年度 第 1 回 糸魚川市廃棄物減量等推進審議会 ワークショップ意見のとりまとめ」をご覧になり、下記の各項目に対する具体的な取り組み案をご記入いただけないでしょうか。第２回審議会にて

各委員のご意見を回収したいと思います。 

項目 具体的な取り組み案 

ごみ減量 
ごみ減量全般 

 

プラごみ減量 
 

レジ袋削減 
 

生ごみ削減 
 

リサイクル 
資源化 

 

分別 
 

資源回収 
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項目 具体的な取り組み案 

再利用 
 

啓発活動 
マナー 

 

子供たちの教育 
 

やめたほうがいいこと 
 

費用負担 
 

意識啓発 
 

その他 
 

 


